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履
修
問
題
が
浮
上
す
る
今
日
、
中
学
校
一
年
生
に

お
い
て
は
、年
間
一
四
〇
時
間
の
授
業
時
数
の
中
で
、

週
一
時
間
を
書
写
の
時
間
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
は

容
易
で
あ
る
。
し
か
し
二
、三
年
生
に
お
い
て
は
、

年
間
一
〇
五
時
間
の
中
で
国
語
の
授
業
時
数
を
確
保

し
な
が
ら
、
単
元
の
間
に
書
写
の
授
業
時
間
を
設
定

す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
、
か
な
り
困
難
と
な
っ
て

く
る
。週
三
時
間
の
国
語
の
年
間
指
導
計
画
の
中
に
、

書
写
の
授
業
を
、
い
か
に
組
み
入
れ
て
い
く
か
は
、

教
育
現
場
の
課
題
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
、
年
間
指
導
計
画
に
国
語
の
言
語
表
現
力

の
向
上
の
た
め
、
書
写
と
連
携
さ
せ
た
授
業
を
工
夫

で
き
な
い
か
と
考
え
、指
導
計
画
の
工
夫
を
試
み
た
。

国
語
教
材
か
ら
書
写
へ
の
発
展

【
三
年
生
】

　

故
事
成
語
（
名
言
）・
韻
文
「
和
歌
の
世
界
」「
季

節
を
感
じ
て
」
の
発
展
と
し
て
、
自
分
の
好
き
な
詩

や
言
葉
を
選
び
、
毛
筆
で
作
品
を
書
く
。

【
二
年
生
】

「
短
歌
の
世
界
」
や
「
漢
詩
の
世
界
」
の
発
展
と
し

て
古
文
・
漢
詩
の
好
き
な
部
分
を
選
び
、
短
冊
に
サ

イ
ン
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
で
書
く
。

【
一
年
生
】

「
わ
た
し
た
ち
と
古
典
」
の
発
展
と
し
て
、
古
文
・

故
事
成
語
を
硬
筆
で
書
く
。

図
書
室
の
活
用
と
図
書
館
指
導
員
と
の
T
・
T

　

教
材
に
つ
い
て
は
、
国
語
の
授
業
で
学
習
し
た
内

容
、
日
常
生
活
の
中
で
目
に
し
た
様
々
な
言
葉
や
詩

な
ど
で
も
良
い
が
、
基
本
的
に
は
国
語
科
授
業
の
関

連
・
発
展
と
考
え
る
。
古
典
の
漢
詩
や
漢
文
の
発
展

教
材
と
し
て
図
書
室
で
調
べ
学
習
を
行
い
、
さ
ら
に

自
分
の
思
い
や
願
い
、
あ
る
い
は
学
習
し
た
内
容
を

作
品
に
さ
せ
た
い
。

　

三
年
生
の
教
材
に
お
い
て
、
書
体
は
、
楷
書
・
行

書
と
し
た
。
図
書
室
の
五
体
字
類
だ
け
で
は
資
料
不

足
の
た
め
、
司
書
教
諭
の
協
力
を
得
て
県
・
市
・
地

域
の
図
書
館
よ
り
字
書
を
借
り
入
れ
、
楷
書
・
行

書
・
草
書
字
典
を
参
考
に
、
自
分
の
思
い
を
表
現
し

や
す
い
書
体
や
、
字
形
を
選
ぶ
よ
う
に
し
、
学
習
成

果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
辞
書
の
コ

ピ
ー
や
辞
書
を
引
く
作
業
に
は
司
書
教
諭
の
協
力
を

得
た
。

三
年
生
の
授
業
実
践
例

　

国
語
の
授
業
で
学
習
し
た
り
、
調
べ
た
り
し
た
内

容
の
中
か
ら
好
き
な
言
葉
を
作
品
に
す
る
。
発
表
の
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び
ん
な
か　

た
か
ふ
み　

真
っ
白
な
面
に
、
筆
を
走
ら
す
書

の
喜
び
を
、
義
務
教
育
の
書
写
の
授
業
で
、
一
人
で
も
多
く

の
生
徒
に
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
。

場
（
文
化
祭
）
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、書
写
力
・

自
己
表
現
力
を
伸
ば
し
て
い
く
。

【
第
一
時
学
習
内
容
】

　

好
き
な
言
葉
や
自
分
の
思
い
に
近
い
言
葉
を
教
科

書
か
ら
選
び
、
辞
書
を
参
考
に
し
て
構
成
図
を
作
成

す
る
。

表
現
方
法
の
工
夫

　

表
現
方
法
に
つ
い
て
は
、
書
道
用
紙
（
様
々
な
大

き
さ
）
の
ほ
か
に
、各
自
が
用
意
し
た
市
販
の
色
紙
・

短
冊
・
プ
レ
ー
ト
・
皿
・
表
示
札
な
ど
、を
使
用
し
、

濃
墨
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
朱
墨
や
淡
墨
、
水
性
の

ペ
ン
キ
な
ど
を
使
用
す
る
。
自
分
の
思
い
を
作
品
に

し
、
文
化
祭
や
廊
下
に
展
示
、
最
終
的
に
自
分
の
思

い
出
の
作
品
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
的

意
識
を
持
っ
て
学
習
が
進
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
工
夫
を
試
み
た
。

お
わ
り
に

　

中
学
校
の
書
写
の
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
て
み

た
。
学
校
教
育
に
お
い
て
の
書
写
授
業
は
ど
う
あ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
点
画
の
書
き
方
や
文
字

の
形
の
取
り
方
を
学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
そ
し

て
更
に
、
自
己
表
現
と
し
て
、
自
ら
の
気
持
ち
や
、

学
習
し
た
内
容
を
様
々
な
形
で
作
品
に
し
、
他
の
人

に
鑑
賞
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
個
性
を
尊

重
す
る
意
味
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

り
、ま
さ
に
自
己
と
の
戦
い
で
あ
り
「
自
分
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
書
写
の
授
業
時
数
の
確
保
と
い
う
観
点
に

立
っ
て
、
国
語
の
授
業
と
の
連
携
・
発
展
を
す
る
な

か
で
、
書
写
の
授
業
展
開
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
今

後
の
課
題
と
考
え
る
。

【
第
三
時
学
習
内
容
】

　

作
品
を
完
成
さ
せ
る
。

【
第
二
時
学
習
内
容
】

　

練
習
用
紙
に
練
習
す
る
。


